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追悼講演

佐波宣平先生の学問と生涯

山田浩之

故佐波先生の学問と生症についてお話したいと思いますが，先生の学聞については後

によりくわしく論ぜられることになっておりますので，私は先生の生涯に重点をおいて

話をすすめたいと思います。

まず，先生の生涯について時期区分をしておきたいと思います。先生の生涯は大きく

分けますと， 3つの時期に分かれると思います。

第 1の時期は，明治38年に誕生されてから昭和5年 3月に京都帝国大学壱卒業される

までの25年間であります。第 2の時期は，同年4月に大学院に入られ，小島昌士郎教授

の指導の下に学聞の道壱歩みはじめられてから，太平洋戦争を中にはさんで，昭和26竿

7月に「心筋使塞」で倒れられるまでの21年間であります。第3の時期は，この時から

寺年2月29日に亡くなられるまでの，相次いで襲いくる大病とたたかいながら新しい研

究のために絶えず闘志を燃やしておられた時期であります。

さて，先生は明治38年1月16日，山口県の宮大工の家に 8人兄弟の 6男として生まれ

ておられます。 1つには兄弟が多かったせいもありましょうが，それよりも，先生のお

父さまが建てられた神社やお寺の中で，時忙その建築費を支払うことができないものが

あったために，たいへん貧乏壱されたとのことです。そのために，小学校6年を終って

も，すぐに中学校へ行くことができなくて，高等科に 2年間行がれ，その後，徳山の海

軍煉炭所に製図職工見習として勤務されることになります。

その頃のことを先生はよく私たちに話されましたが，勉強がしたくてたまちないのに

それができなかったことが非常に無念だったそうです。後年の先生は勉強できるという

ことが嬉しくてたまらない御様子で，ご自分でも昨年の春に行ないました先生壱囲む座

談会で，r勉強のできる毎日毎日の自分がありがとうてありがとうてなりませんのですわ。
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少年のころ，勉強がしたくてたまらんのに家が貧乏で勉強ができなかった。たいへ

ん悲しかった。 ぞれが今では朝から晩まで勉強できるのですからね。勉強のょくでき

る学生といっしょになって勉強がやれるというのは実際，私にとって大きな感様ですな

あ。」とおっしゃっておられますが，この少年時代に勉強できなかったことから，勉強と

が学問とかに対する飢渇噛が生まれて，その飢渇感が先生の学問に対する激しい意欲と

なっ亡表れたのだ， と私は考えております。

職工見習壱 2年間つとめられた時，先生の郷里の隣りの村に下松工業学校が創設され

ることになり，先生は向学の心をおさえることができず，大正10年 4月その第1期生と

して入学されることになります。これが学者としての佐波先生が誕生する発端であり，

第 1の時期の前半と後半号分ける里程標となります。とし功、ますのは，この工業学校の

教頭に楠田鎮雄としづ先生がおいでになれこの捕田先生が佐波先生の才能に注目され

し佐波先生の人生に決定的な転換金もたらす大きな感化を与えられたからであります。

楠回先生というのは，京都帝国大学の文学部を卒業されてから，浜田耕作教授の下で

助手をされて学問の道を歩んでおられたのですが，不幸にして下あごの骨髄炎にかから

れ，当時の医学では不治ということで，全く希望号失って郷里へ帰られたのです。とこ

ろが，郷里へ帰ってみると病気の進行が止まってしまった。しかし，再び大学へは帰れ

ない。やむrなく中学校の先生をされることになったその時に佐渡先生にめぐり会われた

わけです。

楠田先生は佐波先生の文才にとくに注目され. r工業学校壱卒業Lて会社の職工とな
ってもつまら向。工業学校は中退して中学校に転入学しなさい。そして大学の文科に入

って，俺のやれなかったことをやってほしし、。俺の仇をとってほしい叫とすすめられた

のだそうです。乙の言葉が少年である佐波先生に決定的な影響を与え，この言葉によっ

て先生のその後の人生の大体の方向がきまった，といえるようでありまア。こうして，

佐波先生は，楠回先生の命令 とし、ってよいと思し、ますが一ーに従って，山口の鴻城

中学を経て，山口高等学校の文科に進まれる己とになりま1。

ト三ろで，山口高校へ進まれるのシほぽ同じ時に，先生は「佐波」の家へ養子に行か

れます。それまでは「岩瀬」という姓だったわけですが，その時の事情号ここで， 言

のべておく必要があります。それは，佐波先生は養子というのが嫌いだったそうですが，

中学4年の時に一度ことわった養子の話を. 1年後に，佐渡の家の主人が胃癌であと 1

月ももたない，それで何とか跡取りを決めて死にたし、，もう一度考え直してくれないか，

といわれて感動して，両親には事後承諾のような形で入籍された，という話であります。

その養父は，先生が入籍された直後に62歳で亡くなら札たそうですが，佐波先生がほぼ

同じ年に同じ病気で亡くなられるという事実に，私は深い悲しみを抱かずにおられませ
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ん。

この頃の佐波先生は典型的な士学青年であったと思われます。小学校め 6年生の頃か

ら作文や俳句が好きで，雑誌にも盛んに投稿しておられ，さらに楠田先生に文才壱認め

られて， r文士になれ」とすすめられて高等学校の文科に入られたわけですから，高等
学校で友人たちと同人文芸雑誌を発行されるようになったのも自然の成行であったに違

いありません。しかし，高等学校から大学へ進まれるときには経済学部を選ばれたので

すから，楠田先生が指示されたコ スから少し外れたととになります。文学部では飯が

食えないのではないかというのが，経済学部をえらばれた最大の理由だったそうですが，

経済学部へ入ったと聞いて，楠田先生は「おれは，三井・三菱の番頭にするために，お

前壱仕込んだのではない。」とたいへん怒られたそうです。 しかし， いくつかの債倖と

いいますか偶然といいますか，そういったものが重なって，幸いにして，佐渡先生は学

聞の道へ進まれることになります。

その第1のきっかけは，文学とともに歴史の好きであった佐波先生は，大学2回生の

ときに「明治・大正文化史」とb、うテ マの懸賞論文に応募されたことから生じます。

この論文は2等になったのですが，その時の審査員に現在本学の名誉教授であられる本

庄柴治郎先生がおられて，本J土先生がこの論文に注Hされます。当時，経境学部の先生

方が中心となって大阪市史の編纂をしておられましたので，本庄先生が小島昌太郎先生

に，佐波というよくできる学生がいるが，大阪市史の仕事を手伝わしたらどうか，とす

すめられて，小島先生が担当しておられた交通・海運部門の市見のお手伝いをされるこ

とになったわけです。これが佐波先生と小島先生との出会いであり，また交通・海運諭

を勉強される起縁ともなったのであります。

第 2のきっかけは，この大阪市史で大阪商船株式会社の創立事情を研究されることに

なった佐波先生は，同社に興味壱もた札て，卒業に際して同社の就職試験を受けられた

のですが，幸いにしてーーと私たちは思っているのですが一一不合格となったことです。

昭和 5年つまり 1930年の卒業ですから，当時は位界大恐慌のさ中であり，非常な就職難

の時代でありました。佐渡先牛の不合格には，そのこ止が大き f作用していると思われ

ますが，先生の話壱ききますと，それだけが原因ではなかったようです。といいますの

は，先生は結婚されるまで全然身なりをかまわれなかった。 2ヶ月に}度位しか散髪に

も行かず， ヒゲもそられなかった。そのため「オンケル」というあだ名がついていたそ

うですが，就職試験の当日も不精ヒゲを生やしたままの平生のな hで行かれたわけです。

試験場で友人から， r今日もヒゲをそらないでぎたのか」といわれ，先生はびっくりし
たそうです。

ともかく就職試験の結果は不首尾で，小島先生と相談して大学院へ進まれることにな
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りま示。そして大学院での最初の仕事が，犬阪商船の創立事情を明らかにした処女論文

一一「大阪を中心とする内海航路の海運同盟の変遷J (昭和6年 1月)一ーとし、うこと

になります。

以上が経済学者佐波先生の生誕事情でありまして，ここから第2の時期の学者として

の先生の生涯がはじまります。ただ，佐渡先生の学問については後にお話になる方がお

られますので，私は要点だけにとどめたいと思います。

昭和5年4月に大学院に入られた先生は，当時小島昌太郎先生の研究室から発刊され

ました雑誌『経営と経済』の編集者として活躍される一方，世界海運号現状分析を行な

っておιれます。大学院生活の 4年聞を経て，昭和9年3月に先生は経済学部の講師に
就任されますが，これを転機として先生の研究は保険論にむかうことになります。そし

て文学や歴史とともに数学が好きであった先生は，歴史と数学が同時にやれる保険論に

非常な興味手おぼえら札て，しばらくは保険論の研究に没頭されま Tが，この中から生

みだされたのが，先生の研究業績のうち主要在ものとして自他左もた認められている 4

大業績のろちの第1の業績， ~再保険の発展j (昭和14年 7月刊〕であります。

乙の書物が出版されてからしばらくして，先生の研究は再び海運に移り，とくに海運

政策についてすぐれた論文を次々'に発表されますが，この頃の海運研究が戦後になっ'.，

先生の最も重要な業績といわれる『海運理論体系j (21年 1月〉となって実を結ぶわけ

です。

ここで一言中しておきたいのは，先生の研究の歩みにおいて戦争による断絶や停滞が

全く見られず，戦前・戦中の研究がそのまま連続的に戦後の研究に引きつがれているー

とです。昭和16年頃からはじまる先生の海運政策研究はイギリユ アメリカの海運政策

そ主たる対象とするものでしたが，そめ研究態度はきわめて客観的・科学的なものであ

り，今日の学界においてもそのまま通用するだけでなく，高く評価されるものばかりで

あります。

他方，この頃からすでに，先生は数理経済学の勉強をはじめておられ，勤労動員のあ

い聞にもひそかに学生に数学を教えておられるのです。このような戦争中における数理

経済学の研究は，戦争が終わると直ちに，数理経済学号交通論に導入したパイオニア

ワークとして現在の交通経済論の出発点となった『交通概論j (23年 2月刊)として結

実することになりま-'0
こうして，戦争が終りますと，生活的には最ホ苦しい時期であったに違いない戦後の

約5年聞の聞に p せき壱切ったように，先生の主著が矢つぎ早ゃに出版されることにな

ります。昭和23年に『交通概論j，24年に「海運理論体系j，26年には歴史と数学をミゲ

クスしたユニークな保険論の教科書『保険学講案』が刊行されます。しかもこの間に交
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通論の入門書『交通学大要j (24年 9月)，随筆集「海運研究者の悲哀j(26年12月)を

書いておられるのですから，その仕事ぶりはまさに超人的といえるのではないでLょう

か。このうち r交通概論』は先生の4大業績のうちの第2の業績であり， r海運理論
体系』は第3の業績であります。この書物によって，先生は昭和25午に経済学博士の学

位を受けられておりますし，またこれらの研究業績全体に対して，昭和28年に第1団の

交通文化賞が授与されることになります。

ともかく，この時期は学者としての佐波先生の最高l買の時期であり，戦前からの地道

な研究が華やかに開花した時期でありました。しかし，このような激い、仕事ぶり，精

励ぶりは，当時の食糧事情の悪さと本齢、まって，先吐の体寺損わずにはおかなかったの

です。 26年 7月，先生は神戸で聞かれた学会の席上， r心筋梗塞」の発作で突然に倒れ
られたのです。そして，これからの17年間は次々と難病・業病に襲われ，病気との，ま

た学問との苦闘がつづくのです。その聞の先生のはげしい闘志と努力は，まととに英雄

官告であった， といってよいと思い主す。

「心筋梗塞」の発作は，これから約5年間ひんぴんとして起るのです。しかも少し元

気になられると，病床で『交通概論』を書き直すという仕事をされ，それは『改版交通

概論，1(29年11月)として曲目を一新して出版されます。そして，発作が生じなくなっ

た32年頃からは，新たな研究をはじめようとして，本格的な勉強をはじめられます。当

時，先生は数理経済学の勉強壱やり直そうか，それとも歴史壱中心に研究を進めようか，

と迷っておられたようでしたが，結局先生はその両方をやられたのです。歴史研究に対

する欲望は，海事用語の考証をすることによって満たそうとされました。そしてそれは

現在，走大な原稿として残っております。

他方，数理経済学の研究は， Allen. R. G. D の Math印刷tical Econo叩 cs(1957) 

の研究を皮切りに，経済動学と線型h経済学の両方について，新進の研究者のような態度

で取組まれました。そしてその成果はまずrc.I.F.価格の巨視分析」として実壱結んだ
のです。これが先生の4大業績の第4の業績となります。とのア}ずの追論が昨年の退

官記念講義において鞘表されたこ Eは記憶に新ιじいこ止です。とれ土時を同じ〈して，
経済動学を海運論に適用した『海運動学入門j (37年 1月〉が第2の成果として完成壱

みます。しかし，とれらの業績がほぼ完成をみた36年10月，香川大学で開かれていた日

本保険学会の出席中に， r胃潰蕩」で倒れられたのです。
この時かι生生は 1年おきに犬病に襲われるのです。 38年は「網膜剥離」で眼底の手
術を受けられます。そして40年が「胃癌」でした。 40年からは毎年大手術号受けられね

ばなりません。しかし「胃癌」が発見される前， 40年の 1月16自に還暦を迎えられた先

生は，自らの還暦を記念:して3 永年構想号練り材料を集めておられた『弾力性経済学』
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の執筆を思いただれ，執筆を開始されたのです。その原稿もほぼ完成した同年の 8月に

先生は「胃癌」の手術を受けられました。この書物は門下生とゼミナ ノレの学生に上っ

て完成・出版され，数理経済学の研究を再開されてからの先生の第3の業績となります。

昭和40年夏， r胃癌」が発見されてからの先生の生活は壮烈とし、う形容がピヅタリの
生活でした。先生はもともと生命力の旺盛な人でした。学生時代にオンケノレj以外

にも「肩幅Jというあだ名をもっておられたほど広い立派な肩帽をもヮておられた人で

あります。そして旺盛な生命力と火のような闘志をもって学問に対しても病気に対して

も立ちむかわれたのであります。先生は生きるためにはどんな努力でもされました。ど

んな大手術をもいとわれませんでした。先生はがまん強い人でありましたから，痛いと

か苦しいとかいっ亡家族の方を困らせることはありませんでした。そして事態を直視し，

科学正しでの医学を信じて，医者の言われる通りを実行されたのです。ぞの態度は静か

ではありましたが，生に対する執着力はまことにはげしいものがあったと思います。た

だ，最初の胃癌の手術のあとで「λ モン病」という病気にかかられた時は，かなりの苛

立ちを示されました。 rスモユノ病jは医学的には原困も治僚法も定説がなく，その上神
経をたえずさいなむわけですから，先生にと勺てどんなに苦痛だったことでしょう。 41

年の 1月だったと思いますが山田君，私が自殺しても決して笑ってくれるなよ」と

言われたことがあります。しかし，その夏には「月モY病Jによる精神的・肉体的苦痛

壱も克服されかけておりました。がその時には「肝臓癌」の手術を受けられねばならな

かったのです。しかし，先生は手術ができることをむしろ喜んでおられました。手術が

できるなら，まだ生，.ることができる，と先生は考えておられたのです。その頃だった

と思いますが，先生はノ トの端にこう書かれました。

Das Lebeロ istund bleibt schdn 

「生きるとし、うことは，何と言っても，素晴らい、こ Uご」

死FてI直両じながら，先生はこの雪葉チたえf心の中で反復しておられたのだと思いま

す。

しかし，昨年の11月はじめ，先生のお宅の近くの路上で奥様とご一緒の先生とお会いh

した時 r山田君，肝臓のと乙ろに大福餅みたいなものができてきた。今日気がっし、た
ととろだ。さわってみて下さい。」とおっしゃって， 路 Eであ呂に拘らず， 私の手を先

生のお腹へもってし、かれました。あの時の先生のお腹の固いゴリゴリしたものの感触壱

私は忘れることができません。そして，もうだめではないかという予感ともっと生きた

いという願望の交錯した先生の苦悩にみちたお顔を忘れることができません。その後で，

先生は退官講義の予定を繰り上げられたのです。そして，末のお嬢さんの結婚をみとど

け，このl月8日に手術のできるととを期待して入院されたのです。しかし，手術が不
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可能だと知られた時の先生は，もう死の近いことを覚悟して. r山田君，もうさっぱり
した気持です。信仰がなくても落ち着いて死ねますよ。」とおっしゃったのでした。

先生は飾らない，素朴な人柄でした。ご自分と学聞に対してはきびしい人でしたが1

私たちにはやさしい，愛情の深い人でした。そして何よりも節操を尊ぶ人でした。ご自

分の思想に対しても，奥様に対し1も節操を貫白き通されたと思います。

先生が常々愛議されていた言葉に> Longfellowの

Life is real. Life is earnest! 

という言葉があります。先生の生涯はまさに "Llfeis real. Life is earnest." という

言葉そのままであったと思います。

(昭和43年 3月12日)




